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えねこやって？

えねこやが、点から面へと広がれば、地域住民をつなぐ、災害時の拠点となります。

えねこやのデザイン

○独立型の太陽光発電システム（オフグリッド）

○建物や開口部の断熱気密性能を高め、熱ロスを低減

○室内温度の均一化と健康的な室内環境 （床下空間の活用）

○夏の日射遮蔽と冬の日射取得

○通風の確保と重力換気の活用

○電力消費を抑える工夫

○木質バイオマス利用の暖房（無電力ペレットストーブ等）

○太陽熱温水器、太陽熱利用の暖房の活用

○節水機器の利用と井戸水、雨水の活用

○国産材や自然素材の活用

○緑の活用

既存住宅・空き家の、間取りや設備を改修し、「耐震補強」と「温熱改修」を行うことにより、エネルギー消費

をおさえながら、安心・安全で暮らしやすく、より快適な居住環境を得ることができます。

さらに太陽光発電と蓄電池、太陽熱温水器や木質バイオマス（ペレット）ストーブを導入すれば、Co2 排出量完

全ゼロも実現可能です。災害時でも電気が使えるので、半公共空間として地域に開けば、コミュニティのハブと

なり、より災害に強いまちづくりが実現できます。

えねこやリノベーションとは？

「えねこや」は、自然の力でつくったエネルギーだけで心地よく過ごせる、小さな建築（＝小屋）

のことです。エネルギーに頼りすぎない、シンプルだけど豊かな暮らし、そこに集う人達の温かな

つながりとコミュニティーのちから・・・

私たちは「えねこや」を地域に拡げ、次の世代の子どもたちに手渡す「暮らし」を提案していきます。

耐震補強と温熱改修
地震大国の日本で、耐震性能が低い住宅に住み続けるのは、非常にリスクが高く、不安を感じるものです。

まずは大地震が起きても住まい手の命を守る、最低限の耐震性能を確保することを是非考えましょう。

そして耐震補強工事の際に、壁の中により高い仕様の断熱材を充填し、開口部の断熱性能を上げれば、日々の

寒さ・暑さをやわらげると同時に、冷暖房エネルギー消費を抑えることが可能です。

これから既存住宅のリノベーションを考える方は、耐震補強と温熱改修を是非セットで考えましょう。

オフグリッド
電力会社の電力を引かずに、完全自給自足のオフグリッドを実現すると、毎月の電気代は必要なくなります。

太陽光パネルや蓄電池などの機器類の初期費用を回収するには 20 年以上かかりそうですが、完全なクリーン

エネルギーでの暮らしは、環境にも優しく、シンプルで気持ちの良いものになるはずです。

（電力会社の電線とつながりつつ、切替式にすれば、長期の天候不良で電気が不足する時の非常用電源とするこ

　ともできます。）

 えねこやリノベーション 00　概要

●自然のエネルギーだけで心地よく過ごせる小さな建築（＝エネルギーの小屋）

●太陽光発電と蓄電池で電力自立（＝オフグリッド）

●地域に開かれ、人々が集える場（＝半公共空間）



 えねこやリノベーション 01　「スケルトン・リノベ」

足場設置 解体（手ごわし） 基礎補強 耐震補強 断熱改修 床・屋根補強

外壁＋サッシ新設 大工工事 屋根新設 室内建具 屋根・外壁塗装 室内塗装

薪・ペレットストーブ太陽熱温水器太陽光発電＋蓄電池電気・換気・冷暖房水まわり設備左官・内外装

古い木造住宅をベースに、減築＋スケルトンリノベーションを行うシュミレーション。

手ごわしで、屋根や外壁、内装等を全て取り除き、基礎＋土台＋柱＋梁の骨組みの状態（＝スケルトン）にする。

足場設置後に、基礎補強、耐震補強と断熱改修を行う。床や壁、屋根の下地を新設・補強し、屋根工事、高断熱サッ

シの設置や、内外装工事をすすめる。太陽光発電の容量確保 のため、切妻屋根から片流れ屋根へと変更しパネル枚数

を確保する。電気工事、給排水設備工事、空調工事などは、全て新規工事となる。（利用可能な機器は活用する）

国産の木材やケイソウ土などの自然素材を内外装に採用し、運搬エネルギーの軽減と、廃棄時の環境負荷をおさえ、

その調湿作用により快適性を確保する。太陽光発電パネルと蓄電設備（コントローラーやインバーターを含む）、太

陽熱温水器、そしてペレットストーブなどを採用し、エネルギー消費の少ないオフグリッドの小屋を実現させる。

スケルトン・リノベーション

［工事フロー］

■コストシュミレーション

　１）解体工事・・・・・・・・・１７０万

　２）仮設工事・・・・・・・・・・６０万

　３）基礎工事・・・・・・・・・１４０万

　４）木工事／本体・・・・・・・４８０万

　５）木工事／家具・・・・・・・・４０万

　６）屋根板金工事・・・・・・・・４０万

　７）鋼製建具工事・・・・・・・１６０万

　８）木製建具工事・・・・・・・・３５万

　９）塗装工事・・・・・・・・・・９０万

１０）左官工事・・・・・・・・・・４０万

１１）タイル工事・・・・・・・・・・０万

１２）給排水ガス工事・・・・・・１５０万

１３）電気・換気工事・・・・・・１２０万

１４）冷暖房工事・・・・・・・・・１５万

１５）雑工事・・・・・・・・・・・２０万

１６）太陽光＋蓄電工事・・・・・２００万

１７）太陽熱温水器工事・・・・・・５０万

１８）ペレットストーブ工事・・・・８０万

１９）諸経費・・・・・・・・・・１５０万

　　　小計・・・・・・・・・・２０００万

　　　消費税・・・・・・・・・・１６０万

　　　税込合計・・・・・・・・２１６０万

　　　小計・・・・・・・・・・２０４０万

　　　消費税・・・・・・・・・・１６０万

　税込合計・・・・・・・・２２００万

※金額はあくまで工事費の目安です。

　（端数は調整しています）

■建物規模

・木造２階建（築４０年）

・建築面積：３２．７m２（9.8 坪）

・延床面積：４６．２m２（14.0 坪）

■建物仕様

・基礎断熱仕様

・構造材：杉一等材同等品

・モイス下地（防火構造）

・断熱材（スタイロ／高性能グラスウール）

・屋根：ガルバリウム塗装鋼板・タテハぜ葺き

・外壁：杉タテ板貼り（押し縁）

・内壁：石膏ボード厚 12.5　AEP、又は左官

・床：唐松無垢フローリング厚 15 ワックス

・窓：アルミ複合断熱サッシ（トリプルガラス）

　　　　一部・木製断熱サッシ

・ドア：木製フラッシュドア　SOP

・ハーフユニットバス

・照明・給排水設備機器類：標準品

・家具造作（キッチン含む）

・エアコン：１台のみ

・循環システム

・ペレットストーブ（無電力／断熱煙突）

・太陽熱温水器（190L ／屋根上タンク）

・太陽光発電（3kW）＋蓄電池（18kWh）＋機器

必要となる工事項目

古　家 内外装を仕上げて完成

内外装を取除いてスケルトンに 屋根形状を変更

・循環システム

・ペレットストーブ（無電力／断熱煙突）

・太陽熱温水器（190L ／屋根上タンク）

・太陽光発電（3kW）＋蓄電池（18kWh）＋機器・太陽光発電（3kW）＋蓄電池（18kWh）＋機器



 えねこやリノベーション 02　「スタンダード・リノベ」

足場設置 内部解体（手ごわし） 基礎補強 耐震補強 断熱改修 床補強

大工工事 室内建具 屋根・外壁塗装 室内塗装

薪・ペレットストーブ太陽熱温水器太陽光発電＋蓄電池電気・換気・冷暖房水まわり設備

左官・内装

古い木造住宅をベースに、スタンダードリノベーションを行うシュミレーション。

屋根や外壁（窓：サッシ等含む）など、外回りは既存のまま保存し、手ごわしで、内装を取り除き、

基礎＋土台＋柱＋梁などの骨組みが室内側から見える状態にする。

足場設置後に、基礎の補強、耐震補強と断熱改修を行う。床や壁、屋根の下地を補強して、内装工事をすすめる。

屋根、および外壁の劣化補修を行い、高圧洗浄の上塗装仕上げをほどこす。内マドを設置して断熱性能を向上させる。

電気工事、給排水設備工事、空調工事などは、ほぼ新規工事となる。（利用可能な機器は活用する）

国産の木材やケイソウ土などの自然素材を内装に採用し、運搬エネルギーの軽減と、廃棄時の環境負荷をおさえ、そ

の調湿作用により快適性を確保する。太陽光発電パネルと蓄電設備（コントローラーやインバーターを含む）、太陽

熱温水器、そしてペレットストーブなどを採用し、エネルギー消費の少ないオフグリッドの小屋を実現させる。

スタンダード・リノベーション［工事フロー ] ■コストシュミレーション

　１）解体工事・・・・・・・・・・９０万

　２）仮設工事・・・・・・・・・・６０万

　３）基礎工事・・・・・・・・・１３０万

　４）木工事／本体・・・・・・・３００万

　５）木工事／家具・・・・・・・・４０万

　６）屋根板金工事・・・・・・・・・０万

　７）鋼製建具工事・・・・・・・・６０万

　８）木製建具工事・・・・・・・・３５万

　９）塗装工事・・・・・・・・・・９０万

１０）左官工事・・・・・・・・・・４０万

１１）タイル工事・・・・・・・・・・０万

１２）給排水ガス工事・・・・・・１５０万

１３）電気・換気工事・・・・・・１２０万

１４）冷暖房工事・・・・・・・・・１５万

１５）雑工事・・・・・・・・・・・２０万

１６）太陽光＋蓄電工事・・・・・２００万

１７）太陽熱温水器工事・・・・・・５０万

１８）ペレットストーブ工事・・・・８０万

１９）諸経費・・・・・・・・・・１００万

　　　小計・・・・・・・・・・１５８０万

　　　消費税・・・・・・・・・・１２０万

　税込合計・・・・・・・・１７００万

※金額はあくまで工事費の目安です。

　（端数は調整しています）

■建物規模

・木造２階建（築４０年）

・建築面積：３２．７m２（９.８坪）

・延床面積：４６．２m２（１４.０坪）

■建物仕様

・基礎断熱仕様

・構造材：杉一等材同等品

・断熱材（スタイロ／高性能グラスウール）

・屋根：既存のまま（再塗装）

・外壁：既存のまま（再塗装）

・内壁：石膏ボード厚 12.5　AEP、又は左官

・床：唐松無垢フローリング厚 15 ワックス

・窓：既存利用＋うちマド設置

・ドア：木製フラッシュドア　SOP

・ハーフユニットバス

・照明・給排水設備機器類：標準品

・家具造作（キッチン含む）

・エアコン：１台のみ

・循環システム

・ペレットストーブ（無電力／断熱煙突）

・太陽熱温水器（190L ／屋根上タンク）

・太陽光発電（3kW）＋蓄電池（18kWh）＋機器類

必要となる工事項目

内マド設置工事

古　家 耐震補強+温熱改修 +内外装



 えねこやリノベーション 03　「ライト・リノベ」

大工工事（一部）

内マド設置（一部）

室内塗装（一部）

古い木造住宅をベースに、ライト・リノベーションを行うシュミレーション。

屋根や外壁（窓・サッシ等含む）などの外回り、そして室内の個室等は既存のまま保存し、LDK や水廻り等

一定範囲の改装と耐震補強工事を行なう。

改装を行う範囲については、内窓設置や電気・給排水設備の更新、内装仕上等を施す、国産の木材やケイソウ土などの

自然素材を内装に採用し、運搬エネルギーの軽減と廃棄時の環境負荷をおさえ、その調湿作用により快適性を確保する。

太陽光パネルと蓄電設備（コントローラーやインバーターも含む）を採用し、部分的なオフグリッドを目指す。

ライト・リノベーション［工事フロー ]

（部分リノベーション） ■コストシュミレーション

　１）解体工事・・・・・・・・・・５０万

　２）仮設工事・・・・・・・・・・６０万（※）

　３）基礎工事・・・・・・・・・・・０万

　４）木工事／本体・・・・・・・２２０万

　５）木工事／家具・・・・・・・・３０万

　６）屋根板金工事・・・・・・・・・０万

　７）鋼製建具工事・・・・・・・・３０万

　８）木製建具工事・・・・・・・・２０万

　９）塗装工事・・・・・・・・・・８０万（※）

１０）左官工事・・・・・・・・・・３０万

１１）タイル工事・・・・・・・・・・０万

１２）給排水ガス工事・・・・・・・７０万

１３）電気・換気工事・・・・・・・３０万

１４）冷暖房工事・・・・・・・・・１５万

１５）雑工事・・・・・・・・・・・１５万

１６）太陽光＋蓄電工事・・・・・２００万

１７）太陽熱温水器工事・・・・・・・０万

１８）ペレットストーブ工事・・・・・０万

１９）諸経費・・・・・・・・・・・８０万

　　　小計・・・・・・・・・・・９３０万

　　　消費税・・・・・・・・・・・７０万

　税込合計・・・・・・・・１０００万　（※８５０万）

※屋根・外壁塗装工事が含まれない場合は 100～150 万ほど

　コストは下がります。

※金額はあくまで工事費の目安です。（端数は調整しています）

■建物規模

・木造２階建（築４０年）

・建築面積：３２．７m２（９.８坪）

・延床面積：４６．２m２（１４．０坪）

■建物仕様

・基礎：既存のまま

・構造材：耐震補強のみ（一部）

・断熱材：改装部分のみ

・屋根：既存のまま（※再塗装）

・外壁：既存のまま（※再塗装）

・内壁：石膏ボード厚 12.5　AEP、又は左官

・床（一部）：唐松無垢フローリング厚 15 ワックス

・窓（一部）：アルミ内窓

・ドア（一部）：木製フラッシュドア　SOP

・照明・給排水設備機器類（一部）：標準品

・家具造作（一部）

・エアコン：１台のみ

・太陽光発電（3kW）＋蓄電池（18kWh）＋機器

必要となる工事項目

足場設置 内部解体（一部） 耐震補強（一部）

室内建具（一部）

太陽光発電＋蓄電池電気・換気・冷暖房

（一部）

水まわり設備

（一部）

左官・内装（一部） 屋根・外壁塗装

古　家 部分的に耐震補強+リノベーション

リノベーションの範囲

　（網掛け部分）

+



 えねこやリノベーション 04　「DIY・リノベ」

大工工事 内マド設置工事 室内塗装 太陽光発電＋蓄電池

古い木造住宅の一部屋のみ、DIY でリノベーションを行うシュミレーション。

手ごわしで、内装の一部を取り除き、必要な箇所の内装工事をすすめる。

電気工事、給排水設備工事、空調工事などは、全てそのままとする。（太陽光の引き込みのみ新規）

太陽光発電パネルと蓄電設備（コントローラーやインバーターを含む）により、部分オフグリッドを実現させる。

（将来的には、全体のオフグリッドを目指すため、蓄電機器は通常のものに）

DIY・リノベーション［工事フロー ]

（一部屋リノベ） ■コストシュミレーション

　１）解体工事・・・・・・・・・・・０万

　２）仮設工事・・・・・・・・・・・０万

　３）基礎工事・・・・・・・・・・・０万

　４）木工事／本体・・・・・・・・１０万

　５）木工事／家具・・・・・・・・１０万

　６）屋根板金工事・・・・・・・・・０万

　８）鋼製建具工事・・・・・・・・１０万

　９）木製建具工事・・・・・・・・・０万

１０）塗装工事・・・・・・・・・・・５万

１１）左官工事・・・・・・・・・・１０万

１２）タイル工事・・・・・・・・・・０万

１５）給排水ガス工事・・・・・・・・０万

１６）電気・換気工事・・・・・・・１０万

１７）冷暖房工事・・・・・・・・・・０万

１８）雑工事・・・・・・・・・・・・５万

１９）太陽光＋蓄電工事・・・・・２００万

２０）太陽熱温水器工事・・・・・・・０万

２１）ペレットストーブ工事・・・・・０万

２２）諸経費・・・・・・・・・・・・０万

　　　小計・・・・・・・・・・・２６０万

　　　消費税・・・・・・・・・・・２０万

　税込合計・・・・・・・・・２８０万

■建物規模

・木造２階建（築４０年）

・建築面積：３２．７m２（９.８坪）

・延床面積：４６．２m２（１４.０坪）

■建物仕様

・内壁：石膏ボード厚 12.5　左官仕上

・床：唐松無垢フローリング厚 15 ワックス

・窓：アルミ内窓

・家具造作

・太陽光発電（3kW）＋蓄電池（18kWh）＋機器

必要となる工事項目

一部分のみリノベーション
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太陽光発電モジュール　［Qセルズ］　275W×12 枚 =3.3kW　　

バッテリーモニター

正弦波インバーター

　3000W　48V［未来舎］

充電コントローラー

 MIDNITE 150

鉛バッテリー

（フォークリフト用）

  48V・375Ah

 ( 約 18kWh)
木質ペレット

( 無電力 ) ペレットストーブ
「船長の Stove lob」

（熱交換・水道直結式）太陽熱温水器　サントップ（190L）［寺田鉄工所］

蓄電システム


	00-表紙
	00’-概要
	02-スタンダードリノベ
	03-ライトリノベ
	04-DIYリノベ
	05-システム紹介.pdf



